
目的１：市民による新しい都市マネジメントの視座・方法の構築

公定都市計画の問題・・・私権による空間の細分化、公権による開発独裁

ウェルビーイングと都市空間・・・本当の豊かさとは何か？

「コモンズ」

・私でも公でもない、第3の道としての「共」によるマネジメント

・ハード面（インフラ）とソフト面（まちづくり）を別個に論じるのではなく、ヒト―モノ―コトの連関

としてとらえる方法

目指すこと 私有から共有へ
所有から使用へ
トップダウンからボトムアップへ
経済性から幸福感へ

KYOTO AGORA-コモンズ



目的２：京都にふさわしい都市マネジメントの方法論の構築

戦後復興と不良住宅地改良を旨とした全国一律の現行法制度とは異なる、

京都の実空間に適した新しい都市マネジメント方法の構築へ

京都のろーじ空間（町中のコモンズ）・・・前近代的ノスタルジーの対象として
終わらせるのではなく、新しい共の都市運営ケースとして位置づける

京都の周辺環境（里山のコモンズ）・・・市民が受け継いできた山林、河川等の
周辺自然環境のマネジメント方法の再定義をする

京都を町中と里山の連続体として、コモンズの議論の検証の舞台とする


